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　目的　糸から布を構成するのに「織る」、「編む」、「組む」がある。これら三つの基

本動作は糸を組織して構造的に糸間隙や表面的に凹凸構造を形成することであり、表面形

状や物性に特徴的なテクスチャーを付与することができる。これらの布構造には巨視的に
は規則性がみられるが、微視的にはランダムな不規則性が含まれる。本研究では布表面の

微妙な視覚的特徴を明確にするために、織物、編物、組物のテクスチャー画像の特徴を抽
出し、テクスチャーの均一性や秩序性、コントラストや粗さなどについて比較検討した。

　方法　織物、編物Ｉ、組物は目付けが等しくなるように市販の綿糸を用いて試料を作成
した。また、比較のために糸密度が織物や組物とできるだけ等しくなるような編物Ｈも作

成した。織物は家庭用手織機により平織組織で、編物は家庭用手編機によりメリヤス編を

組物は高台を使用して平組組織である安田組により作成した。ピアス製LA-525を中心とす
る画像処理システムにより布の反射光画像のテクスチャー解析や２値化画像の画像解析を

行った。テクスチャー解析では同時生起行列特徴、ランレングス特徴などを算出した。

　結果　織り、編み、組みの規則的な繰り返しによって生じた布目模様は間隙の面積や個
数などだけでは捕らえきれない興味深い幾何学的特徴をもち、同じ密度で払同じ目付け

でも織りの間隙はarea-filling性が最も高いと考えられる。テクスチャー解析の結果から

布目にできる微妙な陰影によるコントラストは編物Ｉ＞編物Ｈ＞織物＞組物の順序で減少
し、テクスチャーの一様性や秩序性は逆にこの順に増大することがわかった。また、粗さ

は編物Ｉ＞編物II＞組物＞織物、均一性は組物＞編物ｎ＞織物＞編物Ｉの順に減少した。
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　【目的】本研究では、紫外線曝露した繊維の物性変化を系統的に検討し、これまで主に

力学的性質に注目した結果を発表してきた。今回は、紫外線曝露した絹織物の光学的特性

の変化を中心に報告する。周知のように、紫外線照射を受けた絹織物は黄変したり、艶を

失ったりするが、このような変化に対応する光学的パラメータの確認や、パラメータ自体

の変化の特徴を把握することを目的とした。

　【方法】数種の絹織物について、未処理試料および適当時間紫外線曝露した試料を用意

し、拡散光を用いた可視光域の分光反射率の測定、およびＣ光源からの平行光東を用いた

ゴニオフォトメータによる反射率の測定を行った。

　【結果】黄変は短時間の紫外線照射から生じ、短波長側の分光反射率の低下がみられる。

しかし、長波長側はほとんど変化しない。布を重ねた反射率測定から分光透過率を推定す

ると、長波長側では未処理試料の値と同じであるが、短波長領域でほとんどゼロとなる。

一方、平行光東に対する反射率は照射により若干低下するが、その程度はかなり小さい。

異方性についてもほとんど変化しない。ただ、数時間の照射の範囲で正反射成分の低下に

基づく対比光沢度低下の傾向が認められ、光沢感の消失に対応すると思われる。
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